
＜静岡県からのお知らせ＞

人や社会、環境に優しい消費行動をしてみませんか？
～今日からはじめる、エシカル消費のすすめ～

静岡県では、ひとりひとりが消費行動を通して社会の発展と改善に
積極的に参加していく社会「消費者市民社会」の実現を目指しています。

Ｓｅｃｔｉｏｎ１　エシカル消費とは何か

　「エシカル（倫理的）消費」という言葉を聞いたことはありますか？
　エシカル消費とは、地域活性化や雇用なども含む、人や社会、環境などに配慮して商品や
サービスを選択する消費行動を指します。
　一人ひとりが、商品やサービスを購入する際に、エシカルな価値観に基づいた主体的な選
択をすることで、地球上の誰かを幸せにするとともに、自分の心も豊かにします。

　また、エシカル消費は2015年に国連で
採択された持続可能な開発目標（SDGｓ）
の17の目標のうち、特に12番目の目標　
「つくる責任、つかう責任」に関連が強いも
のですが、17の目標全体に関係するもので
もあり、SDGｓの達成に向けた身近な手段
となりうるものです。
　これからの未来のために、商品・サービス
を選択する際の視点に、「価格」や「味」、「品
質」、「安全・安心」だけではなく、「エシカル」
という視点を１つ、追加してみませんか？

Ｓｅｃｔｉｏｎ２　今日からできるエシカル消費

　「エシカル消費が大切なことはわかったけど、でもなんだか難しそう…。」
　そんなことはありません！身近なエシカル消費の実践事例を御紹介します。取り組みやす
いものから実践してみてください。もしかしたら、もうすでにやっていることもあるかも？

人への配慮 社会への配慮 環境への配慮

・フェアトレード商品を　
　買う

・障害のある方が作った
　商品を買ったり、
　障害のある方が働いて
　いる店を利用する

・人権に配慮して作られ
　た商品を買う

・地場産品を買う

・被災地の産品を買う
　（応援消費）

・寄附つき商品を買う

・地元の店を利用する

・伝統工芸品を買う

・エコバッグを持参する

・マイボトルを持参する

・環境等に配慮した認証
　ラベルがついた商品を
　買う

・食べ物を残さない
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Ｓｅｃｔｉｏｎ３　エシカル消費の推進のための静岡県の取組み

　静岡県では、エシカル消費の推進のために、消費者と事業者の双方を対象とした事業を実
施しています。
　今年度実施予定の事業を御紹介します。ぜひ御参加ください！

日　時
令和７年12月20日（土）・２１日（日）
両日ともに午前10時から午後５時まで
※トークイベントは12月21日（日）午後2時から

会　場 マークイズ静岡（静岡市葵区柚木1026）

内　容

・県内事業者によるエシカルな商品の販売
　（食品、雑貨、日用品など）
・エシカル消費に関連するワークショップ
・県内事業者や学識者によるエシカル消費に関するトークイベント
・エシカル消費に関するクイズ　　　　など

①　プラス・エシカルマルシェ　in　マークイズ静岡

　県内のエシカルな商品を取り扱う事業者が集まったマルシェ
を、今年はマークイズ静岡で開催します！
　商品の販売だけではなく、ワークショップやクイズ、トークイベ
ント等も開催します。
　休日のショッピングの合間に、エシカル消費について、ちょっ
と知ってみませんか？

②　事業者向けオンラインセミナー

日　時 令和７年11月13日（木）午後１時30分から午後３時まで

開催方法 オンラインセミナー（SHIZUOKA Business Compass）

テーマ
「未来につながる静岡のビジネス」
～地域資源と技術を活かしたエシカル経営～

登壇者
（有）春華堂　専務取締役　間宮　純也　氏
　他、エシカル消費につながる実践を行っている県内事業者

参加料 無料（ただし、事前申込み制）

申込方法
SHIZUOKA Business CompassのHPから申込み
⇒https://bc.at-s.com/seminar

※本セミナーのページは、10月23日頃掲載予定です。

　これからの時代、エシカル消費が大切だということはわかった
けれども、消費者の話で、企業活動には関係ないのでは？
　そんなことはありません！まずは、県内で実際にエシカル消費
を経営に取り入れている企業の実践事例を聞くことで、企業活動
の中にエシカル消費を取り入れる視点を探してみませんか？


